


























































Disaster prevention education programs broadcast through the
 



























































































































































































































































































































３╱18 うちの家具は大丈夫 ３╱７写真１ 和歌山大学クリエでの放送収録風景
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３╱19 寝る部屋で気をつけることは ３╱７
※１╱10の録音は、和歌山大学学生自主創造科学セン
ター（略称：クリエ）にて録音した。
３．４．「あらかわ防災ステーション」に取り組む生徒
たちのようすや変化
荒川中学校は、２期制で年間行事や各種生徒会役員
が組織されている。したがって、今回の取組を行うに
当たってすぐに任期切れとなる安全委員に取り組ませ
ることはできなかったので10月中旬の後期の生徒会安
全委員に切り替わる時期を待って生徒に本取組をおろ
すことになった。
しかし、平成20年10月末から活動を始めかけた直後
の後期生徒会役員安全委員の18名にとっては、寝耳に
水の取組だけに何をするのか、地域の大人の人と一緒
にトーク番組をと言われても初めは全くイメージしに
くい状況であった。
安全委員会担当の中村教諭と辻が、本取組の概要を
説明し11月13日の「あらかわ防災ステーション」立ち
上げの会に生徒代表として安全委員会の部長・副部長、
そしてそれ以外でも出席できるものは参加し、生徒と
しての疑問や意見を出すように促した。
立ち上げ会では、極めて積極的な姿勢を持つ３年生
の男子生徒数名が出席し、大学教員や市教育委員会の
課長・市危機管理消防課の主幹・桃山地域共育コミュ
ニティー本部長・青少年育成協議会会長など多くの大
人が並ぶ中で、生徒としての率直な意見を述べること
ができたのは今回の取組をすすめる上で貴重であった。
その時、その会議に出席した生徒たちはおそらく、
取組の中味についてはほとんど理解できにくい状況で
あったろうと予想されるが、よそでは何処もやってい
ない、おそらく和歌山県では初めての取組になるであ
ろうというその好奇心とチャレンジ精神が心を動かし、
素直な意見につながっていったのではないかと推測す
る。
実際のところ、立ち上げ会に望んだ学校の教師サイ
ドも地域の防災ボランティアを含む大人も、９週間に
も渡るトーク番組の原稿を作成し、読み合わせをし、
録音収録をするという取組内容を聞いただけで、実は、
尻込みをしていたのが実態であった。
１回当たり５分程度のトーク番組形態よりも、数秒
から十数秒くらいのスポット放送の方が給食中の生徒
が聴くには適切で印象に残り、防災教育の効果が上が
ると予想していた。しかし、立ち上げの実施委員会の
司会が安全委員会の生徒たちにスポット放送かトーク
番組形式かの放送形態を質問し意見を聞いたところ、
今西を除く多くの大人たちの予想に反して、「毎日同じ
短い放送じゃ飽きて みんな聴いてくれないんじゃな
いかな」という意見を出した。
この生徒たちの意見は学校を含め、地域のボランテ
ィアなど大人の気持ちを大きく変えさせた一言であっ
た。
給食を食べている最中の生徒たちに向けての校内放
送だから短くて印象的なコンテンツを繰り返しおこな
う方が生徒たちの耳をこちらに向かせ、防災知識を定
着させるのに効果的だと考えていた固定観念を大きく
揺るがした瞬間であり、今西がプランニングしていた
放送形態に一気に動き出した瞬間であった。
生徒たちにとっては、まだまだ具体的なイメージは
できていない実態ではあったが、積極的にやってみよ
うという気持ちが重要であった。
生徒たちは、12月８日に、防災ボランティアの方が
作成した第１週分の原稿を学校から受け取り、12月15
日の読み合わせまでに下読みをしておくことが課題と
なった。
第１週分の放送担当は３年生６名であったが、今後
も含めどの回も放送原稿は安全委員全員に配布される
こととした。それは、放送する側も下読みをすること
で防災に対する意識が高まり、防災知識が身に付くと
考えたからであった。
３．５．放送終了後の生徒からのアンケート結果
（放送終了後、５月に実施したアンケート調査）
平成20年度の卒業生を除いた全校生徒に調査した結
果と防災ステーションの放送に直接関わった生徒たち
と卒業生への質問と結果を表１～表３に示した。
【放送に関わったパーソナリティー対象】
設問７
「あらかわ防災ステーション」の原稿読み合わせや
録音に関わって、大規模地震に対する防災知識がひろ
がりましたか?（回答16）
※ア、イと答えた割合は75％であった。
【防災トーク番組を聴いていた当時の２年生対象】
設問１
放送を聴く前と聴いた後で大規模地震に対する知識
は、自分で増えたと思いますか。（回答79）
※増えたと答えた割合は40.5％であった。
【防災トーク番組を聴いていた当時の１年生対象】
設問１
放送を聴く前と聴いた後で大規模地震に対する知識
は、自分で増えたと思いますか。（回答68）
※ア、イと答えた割合は41.2％であった。この調査結
果を見てみると、「あらかわ防災ステーション」の放
送にパーソナリティーとして関わった生徒の防災に
対する知識はいずれも２倍近くの数字を示し、身に
付いたと回答している。
【放送に関わったパーソナリティー対象】
設問12
番組放送に関わった時をきっかけに何か一つくらい
「防災の知恵」を家で実行したことはありますか?（回
答11）
※やろうという意識がうかがえるア、イと答えた割合
は56.3％であった。
【防災トーク番組を聴いていた当時の２年生対象】
設問６
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表１ 「あらかわ防災ステーション」実施者の事後アンケート結果
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今回の番組放送を聴いた時、何か家でもしなければ
と考えたことがありますか?
ア その時はすごく思っていた ７
イ 何となくしなければと思っていた 36
ウ 難しくて何をしていいか分からなかった ８
エ 別に何も思わなかった 23
無回答 １
※やろうという意識がうかがえるア、イと答えた割合
は54.4％であった。
【防災トーク番組を聴いていた当時の１年生対象】
設問６
今回の番組放送を聴いた時、何か家でもしなければ
と考えたことがありますか?
ア その時はすごく思っていた ５
イ 何となくしなければと思っていた 28
ウ 難しくて何をしていいか分からなかった ５
表２ 「あらかわ防災ステーション」聴取者の事後アンケート結果⑴
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エ 別に何も思わなかった 25
無回答 ６
※やろうという意識がうかがえるア、イと答えた割合
は48.5％であった。
この調査項目についても、「あらかわ防災ステーショ
ン」の放送にパーソナリティーとして関わった生徒の
方が防災に対する積極的な意識が高まっていることが
分かる。
今、二つのアンケート項目だけを比較し直接番組放
送に関わった生徒たちの意識の高まり、防災知識の向
上がうかがえる部分を見たが、９週に渡って、地域の
大人の防災ボランティアや毎回録音の際に指導した今
西との共同作業の中で生徒たちの意識や取組への深ま
りに変化が現れていった。
【生徒たちの変容】
１．安全委員係になりたてに唐突の話に戸惑う（10╱
20 放課後の専門部委員会）
２．今までにやったことのない内容に少し興味も
３．学校や担当の中村教諭の思いを大きく超えて、面
白そうという好奇心が心を動かす（11╱13 立ち
上げ会議）
４．第１週分の放送原稿が出来上がり、安全委員全員
が受け取り 余りの量にやや不安感が（12╱８
１╱19～第１週分の原稿下見）
５．今西先生と防災ボランティア３名と担当中村教諭
が入って和気あいあいと原稿の読み合わせをする
中で、何だかやれそう（12╱15 第１週分読み合
わせ会）
６．自分の読みやすいように原稿を変更できるんだ?
（気づきと安心感）
７．３年生６名による第１回録音日。録音への緊張は
あったが、今西先生との冗談を交えての会話や防
災ボランティアの女性３名のキャラクターに和ま
せてもらう生徒たち（12╱20 「あらかわ防災ス
テーション」第１回録音 桃山IT親子ホール２F
学習室）
８．録音場所を和歌山大学学生自主創造科学センター
（クリエ）に移し、生徒たちも防災ボランティア
も初めての大学キャンパスに足を踏み入れ、更な
る好奇心が芽生えた。また、スタジオで大学生が
録音機材を扱い、現場で今西がいつもの通り監修
しながら吹き込めたので雰囲気とやる気は最高潮
となった（１╱10 和歌山大学で第２週分、３週
分の録音）
９．安全委員会部長の生徒だけでなく、２年生の男子
生徒の中にも表現上手で面白いキャラクターを発
見し、楽しい雰囲気ができる
10．２月に入って、３年生が受験勉強のため安全委員
会メンバーが不足してきたので、防災放送の中に
スタッフ募集のコメント挿入
11．学級担任の呼びかけやチーム活動顧問の協力で新
しいスタッフが数名参加し、３年生に負けず劣ら
ずのキャラクターで放送が続く
12．最終回の録音では、防災ボランティアと生徒の息
がピッタリと合い、あうんの呼吸で収録が済み、
最後には参加者全員拍手と大きな笑顔で終了する
ことができた
３．６．防災ボランティアとの連携
今回の取組に協力いただいた地域の防災ボランティ
アは女性３名。いずれの方も読み聞かせなど社会教育
の場で子どもたちをボランティアとして世話した経験
のある方たちであった。
同時に、その中の一人は、阪神淡路大震災の時、ボ
ランティアとして現地に入った経験を有していた。
この３名のうち１名は、荒川中学校が平成20年度か
ら取組始めた学校支援地域本部事業（桃山地域共育コ
ミュニティー事業）のコーディネーターであり、この
コーディネーター奥澤氏が防災ボランティアを地域か
ら発掘し、今回の取組につながった。
女性防災ボランティア３名は、社会教育の面で地域
表３ 「あらかわ防災ステーション」聴取者の
事後アンケート結果⑵
５．資料の「平成20年度あらかわ防災ステーション番組表」をみて
印象に残っている番組表を３つ選んで答えて下さい。
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内での面識も広く、多方面で活躍している人物である
が、こと防災教育に関しては、何の資格も持っていな
い。
今回、「あらかわ防災ステーション」への協力をお願
いしたのは、初めは、放送原稿を生徒たちと一緒に読
みコンテンツを作るのに、読み聞かせの経験が十分に
生かすことができるだろうという一点のみであった。
したがって、３名の防災ボランティアも自分で源資
料となる本から原稿を作成し、読み合わせ・録音とい
う過程の全てに関わると思っていないところからスタ
ートした。
【地域の防災ボランティアのようすと変容】
１．共育コミュニティーのコーディネーター奥澤氏に
学校より「あらかわ防災ステーション」に関わっ
てもらえるボランティアを依頼する（10月初旬）
２．驚きと全くの戸惑い（11╱13 立ち上げ会議）
３．NHK出版の「12歳からの被災者学」という本をベ
ースに５分間ぐらいのコンテンツを作成し、その
原稿は今西が監修するということで、少し不安が
消える。しかし、９週間分、44回放送の原稿づく
りが本当に自分たち３人でできるか仕事量に不安
は残る（11╱26 第１回コンテンツづくりの打ち
合わせ会）
４．とりあえず、12╱20の第１回録音日までに生徒た
ちに読み合わせ原稿を作らなければと焦る気持ち
（12╱１ 防災ボランティアの薮内氏宅に３名が
集まりコタツを囲みながら原稿づくり）
５．明るい安全委員の生徒たちと触れあって、大変さ
や不安は徐々に消えつつある（12╱15 第１週分
の原稿読み合わせ会）
６．初めから女性の特性を活かし、生徒たちへ配慮し
ながら楽しく第１回録音 今後のペースがわずか
につかめた（12╱20 桃山IT親子ホール２F学習
室にて録音）
７．大人の防災ボランティアの３名も和歌山大学での
録音に好奇心を持ち臨むことができた。モチベー
ションが上がる大学での交流であった（１╱10
第２回録音を和歌山大学自主創造センタークリエ
にて）
８．１╱10の和歌山大学での録音以降から、原稿づく
りそのものが、防災を勉強するのに本当にために
なるという発言が録音のたびに出始める。
９．録音中のトーク風のやり取りが子どもたちとすっ
かり馴染んで、地域の大人と子どもが「あらかわ
防災ステーション」の原稿の読み合わせや録音と
いう一点でつながっている雰囲気が素晴らしくな
ってきた
10．企画・監修いただいた今西先生と地域の防災ボラ
ンティアの関係も会を重ねる毎に緊密になり、作
成原稿のやり取りも学校の介在なしにスムーズに
行われ、録音当日をどんどん迎えるようになった。
また、最終回は、生徒のテンションに合わせるよ
うにアドリブを効かせた放送内容になり本当の
FM放送風の録音雰囲気を作ることができた
コンテンツづくりに関して、生徒・防災ボランティ
ア・学校・和歌山大学という４者がしっかり連携でき
たキーパーソンは、「あらかわ防災ステーション」の具
体的な筋道をしっかりと見据えたプランナー（今回の
取組では、和歌山大学の今西）が企画立案、録音に関
する監修もした結果と考える。
防災ボランティアにとって、防災教育は知識の面で
全くの未開拓の分野であった故大きな不安を持ってい
たが、回を重ねる毎に生徒たちと同様にその不安が取
れ、防災知識が原稿づくりの中でどんどん増していく
のは当初からの一つのねらいであった、番組放送に関
わることで地域の大人自身が防災知識を深めていく取
組になればと考えていたことが実現化した。
あわせて、アンケート調査を３名の防災ボランティ
ア自身に行っていないので分からないが、この人たち
が地域で防災に関する意識を高め、知識の輪を広げる
コアに発展していく要素を持てたことが大きな成果で
あった。
今回の取組は、地域の防災ボランティアと学校・生
徒がお互いに連携し、継続・発展するために必要な「や
って よかった」という成就感を互いに味わえる取組
になったのではないかと考える。
４．おわりに
学校における防災教育では、学校の状況、地域特性
を知った上で、プログラムを企画するプランナーが必
要である。今回の荒川中学校の取組では生徒と同じよ
うに地域の防災ボランティア自身も防災知識の学習に
なった。これからの課題として、地域または学校にお
いてプランナーを増やしていけるかが重要な視点と考
える。
参考文献
此松昌彦・今西武（2009）防災教育で行う生徒のための図上訓練
の課題、和歌山大学教育学部紀要，第59集，61-66．
メモリアルコンファレンス神戸（2005）12歳からの被災者学，日
本放送協会，P239．
和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要 №19 2009
97
